
金
海
古
蹟
志
血
管
叶
四

あ
り
し
か
ど
、
そ
の
自
撰
の
伺
集
は
世
に
停
は
ら
や
，
。
故
に
俳
人
北

海
友
る
も
の
、
世
に
残
れ
る
北
枝
の
伺
共
を
拾
ひ
集
め
、
か
ら
う
じ

て
集
録
し
、
北
枝
殻
句
集
と
名
づ
け
、
天
保
三
年
に
上
木
せ
り
。
北

校
が
子
孫
あ
り
し
か
ど
‘
は
や
く
絶
え
た
り
し
と
い
へ
り
。
心
蓮
批

の
過
去
帳
を
見
る
に
)
左
の
如
〈
記
載
せ
り
。

享
保
三
年
五
月
十
二
日

法
名
廊
越
北
校
信
士

新
町
捌
屋
彦
三
郎
伯
父

右
の
通
り
に
て
、
此
の
外
家
族
共
の
法
名
共
も
載
せ
た
り
。
さ
れ
ば

北
校
が
家
の
菩
提
所
な
る
に
依
り
て
、
震
に
埋
葬
せ
し
も
の
也
。
今

共
の
子
孫
絶
え
た
り
し
故
に
、
自
徐
の
由
緒
・
来
阪
等
静
か
な
ら
宇
。

。
柳
陰
軒
遺
跡

此
の
遺
跡
は
芭
蕉
の
門
人
何
・
2
法
師
の
庵
室
也
。
そ
の
地
今
惜
鉱
な

ら
宇
と
い
へ
ど
も
・
北
枝
墳
の
因
み
に
愛
に
載
す
。
俳
家
脊
人
停
に

一
宮
ふ
。
何
径
は
加
州
卯
辰
山
に
閑
居
し
て
‘
柳
陰
軒
と
統
す
。
常
に

雑
致
あ
り
て
.
蕉
翁
を
師
と
骨
骨
ぷ
故
に
、
師
翁
も
共
深
志
を
感
じ
て

い
つ
く
し
み
深
く
、
義
仲
寺
に
て
此
の
子
の
潟
に
愛
好
の
霊
賛
し
て
、

秋
の
色
糠
味
噌
盛
も
た
か
り
け
り

に
故
翁
の
伺
ふ
た
つ
あ
り
。
義
仲
寺
に
て
の
吟
た
り
云
々
。
元
秘
庚

辰
春
小
雨
の
と
ろ
、
加
陽
卯
辰
山
下
乞
士
伺
盆
述
。
と
寄
載
せ
た
り
。

ま
た
猿
丸
官
集
に
、
卯
炭
山
に
て
、

賂

は

ま

だ

陽

気

た

が

ら

に

谷

の

風

北

校

有
庵
も
伺
益
の
草
庵
柳
陰
軒
た
る
べ
し
。
卯
辰
集
の
伺
塞
が
序
に
‘

我
位
か
た
の
山
の
名
に
し
ゐ
ふ
卯
辰
集
と
い
ふ
な
る
べ
し
。
桑
門
何

盆
容
。
と
記
載
す
。
又
交
山
秘
集
に
、
金
津
提
言
坊
伺
答
へ
翁
よ
り

文
通
の
伺
の
よ
し
車
大
僻
ふ
。

決

し

浮

世

の

北

の

山

ざ

〈

ら

翁

雲

捕

え

わ

た

る

細

棋

大

根

何

益

人

足

の

あ

た

ま

敢

へ

る

春

風

に

去

来

卒
弐
按
・
宇
る
に
、
方
芭
蕉
の
護
伺
も
.
伺
答
卯
辰
山
に
隠
遁
し
て
閑

居
せ
し
ゅ
ゑ
に
、
浮
世
の
北
の
山
ぎ
く
ら
と
は
詠
吟
し
て
‘
殊
に
羨

し
と
ま
で
よ
ま
れ
た
る
な
ら
ん
か
。
但
し
此
の
交
山
秘
集
は
後
に
韓

録
せ
し
も
の
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
伺
容
を
民
言
坊
と
誤
り
載
せ
た
る
た

る
ぺ
し
。

。
一
氷
園
山
光
周
到
寺

滞
土
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
賞
寺
開
祖
善
等
和
街
、

金
揮
官
康
志
巻
叶
囚

ニ
四

と
は
残
さ
れ
ぬ
。
此
の
心
は
徒
然
草
に
、
世
を
捻
人
は
浮
世
の
妾
掛
》

を
梯
ひ
拾

τ.
繕
汰
瓶
ひ
と
つ
も
持
ま
じ
き
と
い
へ
る
心
を
と
り
、

秘
.
事
落
の
を
述
べ
た
る
た
り
。
初
め
翁
と
の
柳
陰
軒
昼
寝
の

【
縦
十
休
め

τ、
い
と
陸
じ
く
か
た
ら
ひ
、

散

る

柳

あ

る

じ

も

我

も

錯

を

開

た
ど
詠
じ
て
立
出
で
ら
る
と
ぞ
。
卒
.
次
按
守
る
に
、
右
伺
答
が
卯
辰

山
の
柳
陰
軒
に
放
寝
あ
り
し
も
、
元
総
二
年
の
秋
、
芭
蕉
金
滞
へ
来

着
し
て
杖
を
留
め
ら
れ
し
時
の
事
な
る
ぺ
し
。
伺
盆
法
師
が
草
庵
集

の
自
序
に
云
ふ
。
十
と
せ
あ
ま
り
の
む
か
し
、
知
恩
毅
寺
に
て
か
し

ら
訟
ろ
し
侍
り
て
、

何

に

染

む

若

葉

の

頃

の

太

布

衣

行
脚
の
心
ざ
し
も
.
槍
笠
の
し
め
緒
耳
の
根
い
た
く
、
沓
の
駕
あ
し

く
び
疲
れ
ぬ
。
一
と
せ
ば
せ
を
の
翁
有
磁
め
ぐ
り
の
杖
を
し
た
ひ
、

粟
棒
野
の
草
分
て
、
風
雅
の
鐙
を
か
た
し
く
。
回
数
経
て
山
聞
の
原

k
h
も
む
き
ぬ
。
共
後
は
折
々
の
文
通
の
み
。
今
一
た
び
山
中
の
温

泉
・
し
ら
ね
の
雪
見
に
と
ち
ぎ
り
給
ひ
し
も
、
難
波
の
夢
と
成
h
九
日
町
v

け
り
。
や
つ
が
れ
久
し
う
限
目
を
わ
づ
ら
ひ
、
庵
に
か
ぜ
ま
り

τ、

《
拡
玄
}

今
に
墓
前
に
ひ
ざ
ま
づ
く
事
も
な
し
。
画
底
に
綾
好
の
給
あ
り
。
是

高
徳
公
越
前
府
中
御
在
按
之
頃
‘
於
a
府
中
-
就
且
御
一
深
懇
一
一
夫
正
年
中
加

賀
闇
へ
御
入
部
之
頃
、
御
跡
を
邸
中
v
慕
金
滞
へ
罷
越
、
天
正
十
二
年
十

一
月
篠
原
出
羽
守
取
次
を
以
て
、
新
御
丸
之
内
に
於
て
寺
屋
敷
千
歩

飴
拝
領
被
a
仰
付
一
営
寺
建
立
仕
縫
‘
共
後
端
能
公
御
代
御
用
地
に
被
a

召
上
一
…
松
平
伯
替
を
以
て
、
鹿
屋
町
組
淵
に

τ
代
地
先
歩
敏
之
遥
拝

領
被
昌
仰
付
吋
一
然
慮
是
叉
御
用
地
に
相
成
.
寛
永
十
三
年
山
上
町
油
木

山
之
下
に
て
替
地
拝
領
被
昌
仰
付
一
其
頃
よ
り
泊
木
山
谷
際
千
歩
飴
諦

込
、
寺
内
に
仕
置
。
と
あ
り
。
布
由
来
舎
の
窮
共
に
、
金
津
へ
初
て

来
り
、
新
丸
之
内
に
於
て
寺
地
賜
る
事
を
、
天
正
八
年
と
載
せ
た
り
。

但
し
共
の
本
書
に
は
十
二
年
と
あ
り
。
八
年
と
あ
る
は
停
潟
の
誤
友

る
ぺ
し
。
叉
営
寺
の
本
掌
阿
頭
陀
の
立
像
は
‘
俊
寛
僑
都
の
守
本
隼

・
な
り
と
ぞ
。
叉
山
続
永
園
山
の
額
は
、
後
商
院
天
皇
の
皇
女
貸
鏡
宮

の
御
筆
友
り
と
ぞ
。
按
や
る
に
、
後
西
院
天
皇
皇
女
貸
鏡
宮
と
申
す

は
‘
紹
運
鋒
に
第
十
一
皇
女
賓
銭
寺
皇
女
。
法
名
理
盤
。
寛
文
十
二

年
五
月
廿
六
日
誕
生
。
稽
極
官
。
天
和
三
年
四
月
廿
一
日
入
室
。
周

年
十
一
月
十
四
日
得
度
。
廷
享
二
年
五
月
十
二
日
菟
。
七
十
四
歳
。

抜
本
長
院
官
。
と
あ
り
。

。
光
箆
寺
寺
中
南
院

二
五




